
工事名：狭山市駅加佐志線調整池及び久保川調節池整備工事

工事区分 工    種 種    別 細    別 規    格
(LEVEL1) (LEVEL2) (LEVEL3) (LEVEL4) (LEVEL5)

道路改良 道路土工 道路排水用調整池土工 掘削 m3 100 1238.8 1200

盛土 m3 10 188.8 190

床掘 m3 10 839.9 840

埋戻し m3 10 629.4 630

残土運搬整地 m3 10 1169.6 1170

擁壁工 L型擁壁(H=4.00m) プレキャストＬ型擁壁 H=4.00m m 1 52.8 53

プレキャストＬ型擁壁 H=3.85m m 1 10.0 10

L型擁壁(H=2.20m) プレキャストＬ型擁壁 H=2.20m m 1 22.7 23

L型擁壁(H=2.08m タイプA) プレキャストＬ型擁壁材料 式 1 1.0 1

プレキャストＬ型擁壁 H=2.08m タイプA 式 1 1.0 1

L型擁壁(H=2.08m タイプB) プレキャストＬ型擁壁 H=2.08m タイプB m 1 89.0 89

L型擁壁(H=1.20m) プレキャストＬ型擁壁 H=1.20m m 1 37.9 38

排水構造物工 導水路U型側溝工 導水路U型側溝 1200×1400 m 1 30.3 30

側壁コンクリート 式 1 1.0 1

土留コンクリート 箇所 1 1.0 1

鉄筋コンクリート管布設工(φ800) 鉄筋コンクリート管布設 φ800 m 1 23.6 24

鉄筋コンクリート管材料 本 1 10.0 10

砂基礎 m3 1 3.6 4

鉄筋コンクリート管布設土工 床掘 m3 10 109.7 110

埋戻し（発生土） m3 10 60.3 60

埋戻し（再生砂） m3 10 29.8 30

残土運搬整地 m3 10 42.7 40

U型側溝工(400×400) U型側溝 400×400 m 1 4.2 4

オリフィス施設工 オリフィス版 式 1 1.0 1

硬質塩化ビニル管布設 VUφ250 m 1 8.1 8

河川壁防護 式 1 1.0 1

フラップゲート 塩ビ管φ250用 個 1 1.0 1

オリフィス施設土工 床掘 m3 1 9.5 10

埋戻し（発生土） m3 1 6.2 6

積 算 数 量 一 覧 表

単位 数位 設計数量 積算数量
日数・
人数等

摘  要



工事区分 工    種 種    別 細    別 規    格
(LEVEL1) (LEVEL2) (LEVEL3) (LEVEL4) (LEVEL5)

単位 数位 設計数量 積算数量
日数・
人数等

摘  要

埋戻し（再生砂） m3 1 2.9 3

残土運搬整地 m3 1 2.6 3

U型側溝工(300×300) U型側溝 300×300 m 1 56.8 57

U型側溝(300×300)土工 床掘 m3 10 40.4 40

埋戻し m3 10 19.6 20

残土運搬整地 m3 10 18.6 20

集水桝排水設備(300×300) 集水桝 300×300 t=150 H=750 箇所 1 1.0 1

硬質塩化ビニル管布設 VUφ200 m 0.1 0.85 0.9

フラップゲート 塩ビ管φ200用 個 1 1.0 1

床版工 床版工 インターロッキング m2 1 12.2 12

床版 m2 1 818.9 819

管理用道路舗装工 舗装工 路盤 RC-40 t=100 m2 1 185.9 186

表層 再生密粒 t=50 m2 1 185.9 186

防護柵工 フェンス工 フェンス H=1.80m m 1 84.6 85

フェンス H=1.20m m 1 37.9 38

仮設工 工事用道路 敷鉄板 22×1524×3048 枚 1 96.0 96 644日 参考

交通誘導警備員 交通誘導警備員 交通誘導警備員 交通誘導警備員B 式 1 1.0 1 232人 参考

間接工事費積上げ分 共通仮設費（積分） 運搬費 仮設材運搬 敷鉄板 t 1 77.0 77

役務費 借地料 式 1 1.0 1

技術管理費 土質等試験費 式 1 1.0 1

築堤・護岸 河川土工 河川用調節池土工 掘削 m3 100 5886.0 5900

盛土 m3 10 134.7 130

床掘 m3 10 175.8 180

埋戻し m3 10 71.7 70

残土運搬処理 m3 10 5832.5 5830

ブロック積工 コンクリートブロック工 大型ブロック積 タイプ1　H=3.60m m2 1 188.4 188

大型ブロック積 タイプ1　H=2.10m m2 1 135.0 135

大型ブロック積 タイプ2　H=3.10m m2 1 100.5 101

基礎コンクリート m 1 134.9 135

天端コンクリート タイプ1 m 1 112.1 112



工事区分 工    種 種    別 細    別 規    格
(LEVEL1) (LEVEL2) (LEVEL3) (LEVEL4) (LEVEL5)

単位 数位 設計数量 積算数量
日数・
人数等

摘  要

天端コンクリート タイプ2 m 1 30.0 30

側部止めコンクリート タイプ1 箇所 1 3.0 3

側部止めコンクリート タイプ2 箇所 1 1.0 1

側部止めコンクリート 排水ポンプ脇 箇所 1 1.0 1

ブロック調整コンクリート 箇所 1 1.0 1

目地材(材料費) エラスタイト　t=10 m2 1 17.7 18

擁壁工 L型擁壁(H=1.20m) プレキャストＬ型擁壁 H=1.20m m 1 18.2 18

越流堤工 L型擁壁(H=2.80m) プレキャストＬ型擁壁材料 式 1 1.0 1

プレキャストＬ型擁壁 H=2.80m 式 1 1.0 1

越流堤天端コンクリート 越流堤天端コンクリート 式 1 1.0 1

越流堤斜路部 越流堤斜路部 式 1 1.0 1

ボックスカルバート ボックスカルバート 5000×300×1000 m 1 18.0 18

河川壁防護 式 1 1.0 1

フェンス布基礎 フェンス布基礎 m 1 11.6 12

排水ポンプ施設工 角形マンホール 角形マンホール 2100×2100 箇所 1 1.0 1
(2100×2100)

角形マンホール材料 式 1 1.0 1

底部工 式 1 1.0 1

砂たまり工 砂たまり工 式 1 1.0 1

流出管工 管布設材料 式 1 1.0 1

管布設 式 1 1.0 1

河川壁防護 式 1 1.0 1

流出管土工 床掘 m3 1 3.1 3

埋戻し（発生土） m3 1 1.2 1

埋戻し（再生砂） m3 1 1.7 2

残土運搬処理 m3 1 1.8 2

水位観測施設工 組立マンホール工 組立1号マンホール 箇所 1 1.0 1

組立1号マンホール材料 式 1 1.0 1

底部工 式 1 1.0 1

流入管工 硬質塩化ビニル管布設 VPφ250 m 1 5.3 5

河川壁防護 式 1 1.0 1



工事区分 工    種 種    別 細    別 規    格
(LEVEL1) (LEVEL2) (LEVEL3) (LEVEL4) (LEVEL5)

単位 数位 設計数量 積算数量
日数・
人数等

摘  要

流入管土工 床掘 m3 1 6.2 6

埋戻し（発生土） m3 1 3.9 4

埋戻し（再生砂） m3 1 2.1 2

残土運搬処理 m3 1 1.9 2

床版工 床版工 インターロッキング m2 1 23.1 23

床版 m2 1 1647.3 1647

管理用道路舗装工 舗装工 路盤 RC-40 t=100 m2 1 210.8 211

路盤 RC-40 t=150 m2 1 382.8 383

舗装 再生密粒 t=50 m2 1 210.8 211

防護柵工 フェンス工 フェンス H=1.80m m 1 41.8 42

フェンス H=1.20m m 1 29.8 30

両開き門扉 H=1.80m 箇所 1 1.0 1

管理用道路排水工 道路排水桝工 道路排水桝 箇所 1 4.0 4

交通誘導警備員 交通誘導警備員 交通誘導警備員 交通誘導警備員B 式 1 1.0 1 498人 参考



工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数 量 備　考

道路土工 道路排水用調整池土工 掘削 m3 1,238.8

盛土 m3 188.8

床掘 m3 839.9

埋戻し m3 629.4

残土運搬整地 m3 1,169.6

擁壁工 L型擁壁(H=4.00m) プレキャストＬ型擁壁 H=4.00m m 52.8

プレキャストＬ型擁壁 H=3.85m m 10.0

L型擁壁(H=2.20m) プレキャストＬ型擁壁 H=2.20m m 22.7

L型擁壁 プレキャストＬ型擁壁材料 1900/1733×2000 個 1.0
(H=2.08m タイプA)

1733/1553×2000 個 1.0

1553/1373×2000 個 1.0

1373/1193×2000 個 1.0

1193/1013×2000 個 1.0

1013/833×2000 個 1.0

833/654×2000 個 1.0

654/525×1430 個 1.0

525/400×1430 個 1.0

プレキャストＬ型擁壁 0.5m≦H≦1.0m m 4.9
（H=2.08m タイプA）

1.0m＜H≦2.0m m 12.0
L型擁壁
(H=2.08m タイプB) プレキャストＬ型擁壁 H=2.08m タイプB m 89.0

L型擁壁(H=1.20m) プレキャストＬ型擁壁 H=1.20m m 37.9

排水構造物工 導水路U型側溝工 導水路U型側溝 1200×1400 m 30.3

側壁コンクリート コンクリート m3 0.3

型枠 m2 1.8

土留コンクリート 箇所 1.0

鉄筋コンクリート管布設工 鉄筋コンクリート管布設 φ800 m 23.6
（φ800）

鉄筋コンクリート管材料 本 10.0

砂基礎 m3 3.6

鉄筋コンクリート管布設土工 床掘 m3 109.7

埋戻し（発生土） m3 60.3

埋戻し（再生砂） m3 29.8

数 量 総 括 表



工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数 量 備　考

残土運搬整地 m3 42.7

U型側溝工(400×400) U型側溝 400×400 m 4.2

オリフィス施設工 オリフィス版 ステンレス鋼板 kg 9.4

コンクリートアンカー 本 4.0

コンクリート m3 0.007

型枠 m2 0.06

硬質塩化ビニル管布設 VUφ250 m 8.1

河川壁防護 コンクリート m3 0.7

型枠 m2 5.4

フラップゲート 塩ビ管φ250用 個 1.0

オリフィス施設土工 床掘 m3 9.5

埋戻し（発生土） m3 6.2

埋戻し（再生砂） m3 2.9

残土運搬整地 m3 2.6

U型側溝工(300×300) U型側溝 300×300 m 56.8

U型側溝(300×300)土工 床掘 m3 40.4

埋戻し m3 19.6

残土運搬整地 m3 18.6

集水桝排水設備 集水桝 300×300 t=150 H=750 箇所 1.0
(300×300)

硬質塩化ビニル管布設 VUφ200 m 0.85

フラップゲート 塩ビ管φ200用 個 1.0

床版工 床版工 インターロッキング m2 12.2

床版 m2 818.9

管理用道路舗装工 舗装工 路盤 RC-40 t=100 m2 185.9

表層 再生密粒 t=50 m2 185.9

防護柵工 フェンス工 フェンス H=1.80m m 84.6

フェンス H=1.20m m 37.9

仮設工 工事用道路 敷鉄板 22×1524×3048 枚 96.0

共通仮設費 運搬費 仮設材運搬 敷鉄板 t 77.0

役務費 借地料 式 1.0

技術管理費 土質等試験費 平板載荷試験 箇所 4.0

六価クロム溶出試験 検体 1.0



工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数 量 備　考

河川土工 河川用調節池土工 掘削 m3 5,886.0

盛土 m3 134.7

床掘 m3 175.8

埋戻し m3 71.7

残土運搬処理 m3 5,832.5

ブロック積工 コンクリートブロック工 大型ブロック積 タイプ1　H=3.60m m2 188.4

大型ブロック積 タイプ1　H=2.10m m2 135.0

大型ブロック積 タイプ2　H=3.10m m2 100.5

基礎コンクリート m 134.9

天端コンクリート タイプ1 m 112.1

天端コンクリート タイプ2 m 30.0

側部止めコンクリート タイプ1 箇所 3.0

側部止めコンクリート タイプ2 箇所 1.0

側部止めコンクリート 排水ポンプ脇 箇所 1.0

ブロック調整コンクリート 箇所 1.0

目地材(材料費) エラスタイト　t=10 m2 17.7

擁壁工 L型擁壁(H=1.20m) プレキャストＬ型擁壁 H=1.20m m 18.2

越流堤工 L型擁壁(H=2.80m) プレキャストＬ型擁壁材料 2800/2154×1200/800 個 2.0

2154/540×2000 個 2.0

プレキャストＬ型擁壁 1.0m＜H≦2.0m m 4.0

（H=2.80m）

2.0m＜H≦3.5m m 4.0

越流堤天端コンクリート 越流堤天端コンクリート コンクリート m3 6.2

型枠 m2 13.2

越流堤斜路部 越流堤斜路部 コンクリート m3 4.8

斜路部中詰砕石 m3 45.6

基礎砕石 m2 30.9

ボックスカルバート ボックスカルバート 5000×300×1000 m 18.0

河川壁防護 コンクリート m3 2.3

型枠 m2 16.2

フェンス布基礎 フェンス布基礎 m 11.6

排水ポンプ施設工 角形マンホール 角形マンホール 2100×2100 箇所 1.0



工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数 量 備　考

(2100×2100) 底版付管取付壁

角形マンホール材料 2100×2100×1200 個 1.0

直壁

2100×2100×1500 個 2.0

直壁

2100×2100×900 個 1.0

排水口用開口加工

φ200 箇所 1.0

グレーチング用開口

1000×2000 箇所 1.0

グレーチング

995×1000×38 枚 2.0

グラスファイバーデッキ

398×2200×60 枚 2.0

グラスファイバーデッキ

398×2200×60　点検口加工付 枚 1.0

グラスファイバーデッキ

498×2200×60 枚 1.0

グラスファイバーデッキ

498×2200×60　点検口加工付 枚 1.0

グラスファイバーデッキ

4面受枠　L71×60×5 組 1.0

底部工 底部調整コンクリート m3 1.0

基礎コンクリート m3 1.0

基礎型枠 m2 1.6

基礎砕石 m2 6.8

砂たまり工 砂たまり工 コンクリート m3 1.9

型枠 m2 8.7

基礎砕石 m2 6.5

流出管工 管布設材料 VPφ150 m 3.3

DCIPφ150 K形 m 2.0

SUS304φ150 m 0.9

異種管接手（φ150） 個 2.0

伸縮可とう管 個 1.0

同軸抜止押輪 φ150 K形　 個 2.0

フラップゲート 個 1.0

管布設 硬質塩化ビニル管据付工 m 3.3

鋳鉄管据付工 m 4.0

小口径鋼管据付工 m 0.9

メカニカル接手工 特殊 箇所 4.0



工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数 量 備　考

メカニカル接手工 普通 箇所 2.0

伸縮可とう管設置工 箇所 1.0

河川壁防護 コンクリート m3 0.5

型枠 m2 5.2

流出管土工 床掘 m3 3.1

埋戻し（発生土） m3 1.2

埋戻し（再生砂） m3 1.7

残土運搬処理 m3 1.8

水位観測施設工 組立マンホール工 組立1号マンホール 箇所 1.0

組立1号マンホール材料 蓋及び受枠 φ600 T-14 個 1.0

調整リング t＝100 個 1.0

調整金具 t＝25 組 1.0

斜壁ブロック H＝600 個 1.0

直壁ブロック H＝1200 個 1.0

底版ブロック H＝130 個 1.0

底部工 インバートコンクリート m3 0.1

基礎砕石 m2 1.0

流入管工 硬質塩化ビニル管布設 VPφ250 m 5.3

河川壁防護 コンクリート m3 0.5

型枠 m2 5.2

流入管土工 床掘 m3 6.2

埋戻し（発生土） m3 3.9

埋戻し（再生砂） m3 2.1

残土運搬処理 m3 1.9

床版工 床版工 インターロッキング m2 23.1

床版 m2 1,647.3

管理用道路舗装工 舗装工 路盤 RC-40 t=100 m2 210.8

路盤 RC-40 t=150 m2 382.8

舗装 再生密粒 t=50 m2 210.8



工　種 種　別 細　別 規　格 単位 数 量 備　考

防護柵工 フェンス工 フェンス H=1.80m m 41.8

フェンス H=1.20m m 29.8

両開き門扉 H=1.80m 箇所 1.0

管理用道路排水工 道路排水桝工 道路排水桝 箇所 4.0



1/1

 1．掘削

計算書より

V＝ 1238.8 ＝ 1238.8 m3

 2．盛土

計算書より

V＝ 188.8 ＝ 188.8 m3

 3．床掘

計算書より

V＝ 839.9 ＝ 839.9 m3

 4．埋戻し

計算書より

V＝ 629.4 ＝ 629.4 m3

 5．残土運搬整地 （智光山公園へ運搬） ※整地はほぐし土換算（変化率1.25）

V＝ 1238.8 ＋ 839.9 － (188.8 ＋ 629.4) ÷ 0.9 ＝ 1169.6 m3

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

道路排水用調整池土工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
道路土工



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 0.0

3.754 0.00 0.0

H0 +2.756 0.0

4.102 0.00 0.0

H0 +6.858 0.0

3.142 9.90 31.1

H1 19.8

10.000 23.20 232.0

H2 26.6

10.000 25.90 259.0

H3 25.2

10.000 18.80 188.0

H4 12.4

10.000 14.50 145.0

H5 16.6

10.000 17.30 173.0

H6 18.0

10.000 17.80 178.0

H7 17.6

3.719 8.80 32.7

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 1238.8

合　計 74.717 1238.8

備　　考距　離

　掘削（道路排水用調整池）

測　　点
番　　号

平
均



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 20.3

3.754 20.30 76.2

H0 +2.756 20.3

4.102 10.15 41.6

H0 +6.858 0.0

3.142 0.15 0.5

H1 0.3

10.000 0.75 7.5

H2 1.2

10.000 3.45 34.5

H3 5.7

10.000 2.85 28.5

H4 0.0

10.000 0.00 0.0

H5 0.0

10.000 0.00 0.0

H6 0.0

10.000 0.00 0.0

H7 0.0

3.719 0.00 0.0

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 188.8

合　計 74.717 188.8

　盛土（道路排水用調整池）

測　　点
距　離

平
均

備　　考
番　　号



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 0.0

3.754 0.00 0.0

H0 +2.756 0.0

4.102 0.00 0.0

H0 +6.858 0.0

3.142 8.60 27.0

H1 17.2

10.000 16.60 166.0

H2 16.0

10.000 15.15 151.5

H3 14.3

10.000 14.05 140.5

H4 13.8

10.000 13.85 138.5

H5 13.9

10.000 13.85 138.5

H6 13.8

10.000 7.55 75.5

H7 1.3

3.719 0.65 2.4

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 839.9

合　計 74.717 839.9

　床掘（道路排水用調整池）

測　　点
距　離

平
均

備　　考
番　　号



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 0.0

3.754 0.00 0.0

H0 +2.756 0.0

4.102 0.00 0.0

H0 +6.858 0.0

3.142 7.95 25.0

H1 15.9

10.000 13.85 138.5

H2 11.8

10.000 9.90 99.0

H3 8.0

10.000 9.30 93.0

H4 10.6

10.000 10.60 106.0

H5 10.6

10.000 10.60 106.0

H6 10.6

10.000 5.95 59.5

H7 1.3

3.719 0.65 2.4

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 629.4

合　計 74.717 629.4

　埋戻し（道路排水用調整池）

測　　点
距　離

平
均

備　　考
番　　号
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 1．プレキャストL型擁壁（H=4.00m)

平面図より

L＝ 42.000 ＋ 10.793 ＝ 52.8 ｍ

 2．プレキャストL型擁壁（H=3.85m) 越流箇所

平面図より

L＝ 10.000 ＝ 10.0 ｍ

数　　量　　調　　書

Ｌ型擁壁（H=4.00m）
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
擁壁工

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
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 1．プレキャストL型擁壁（H=2.20m)

平面図より

L＝ 22.678 ＝ 22.7 ｍ

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
Ｌ型擁壁（H=2.20m）

数　　量　　調　　書

擁壁工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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 1．プレキャストL型擁壁材料

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

詳細断面図①より

H L

(N＝ 1.0 (1900/1733 × 2000) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (1733/1553 × 2000) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (1553/1373 × 2000) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (1373/1193 × 2000) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (1193/1013 × 2000) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (1013/833 × 2000) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (833/654 × 2000) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (654/525 × 1430) ＝ 1.0個)

H L

(N＝ 1.0 (525/400 × 1430) ＝ 1.0個)

( 計 ＝ 9.0個)

Ｌ型擁壁（H=2.08m　タイプA）

Ｌ型擁壁

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

（中央値H1997）

（中央値H1823）
Ｌ型擁壁

（中央値H1643）
Ｌ型擁壁

Ｌ型擁壁

（中央値H1463）
Ｌ型擁壁

（中央値H1283）
Ｌ型擁壁

（中央値H1103）
Ｌ型擁壁

（中央値H924）
Ｌ型擁壁

（中央値H770）
Ｌ型擁壁

（中央値H643）

数　　量　　調　　書

擁壁工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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 2．プレキャストL型擁壁（H=2.08m　タイプA)

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

（0.5m≦H≦1.0m）
Ｌ型擁壁 L＝ 2.00 × 1.0 ＋ 1.43 × 2.0 ＝ 4.9 m

（1.0m＜H≦2.0m）
Ｌ型擁壁 L＝ 2.00 × 6.0 ＝ 12.0 m

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
Ｌ型擁壁（H=2.08m　タイプA）

数　　量　　調　　書

擁壁工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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 1．プレキャストL型擁壁（H=2.08m　タイプB)

平面図より

L＝ 7.797 ＋ 35.606 ＋ 21.128 ＋ 24.440 ＝ 89.0 ｍ

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
Ｌ型擁壁（H=2.08m　タイプB）

数　　量　　調　　書

擁壁工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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 1．プレキャストL型擁壁（H=1.20m)

平面図より

L＝ 7.869 ＋ 30.000 ＝ 37.9 ｍ

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
Ｌ型擁壁（H=1.20m）

数　　量　　調　　書

擁壁工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）



Ｌ型擁壁　Ｈ＝4000（H=3850） 10.0m当り

伸縮目地は10ｍ毎

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

L型擁壁 H=4000 L= 10.0 ＝ 10.0 m

底版コンクリート σck=24N/mm2 V= 2.150 × 0.420 × 10.0

＋ 0.100 × 0.200 × 10.0 ＝ 9.2 m3

型枠 A= 0.420 × 10.0 ＝ 4.2 m2

鉄筋 SD345　D13mm W= 74.268 ÷ 2.0 × 10.0 ＝ 371.3 kg ＝ 0.37 t

SD345　D16mm W= 51.758 ÷ 2.0 × 10.0 ＝ 258.8 kg ＝ 0.26 t

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 3.200 × 0.100 × 10.0 ＝ 3.2 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 3.200 × 10.0 ＝ 32.0 m2

伸縮目地材 t=10mm A= 2.150 × 0.420 ＋ 0.100 × 0.200 ＝ 0.9 m2

単　位　数　量　計　算　書

径

D13

D16

D13

F4

S1

種別

F2

F3

F1

11

0.99516 0.776 12.416

kg/m
本数

kg/本

0.995

1.560

11

 8

14

2.259

3.697

単位重量

鉄筋加工重量表（2ｍ当り）

kg

18.072

51.758

重　量

D13

D13

0.995

0.995

1.990

1.990

21.890

21.890

126.026計

16
00

630

3000

2150

40
00

3200

3000

40
0

90
0

10
0

42
0

38
50

20
0

100

基礎砕石
基礎コンクリート20

100

15
0

100

φ80-φ100

120

調整モルタル

底版コンクリート

σck= 24N/mm2

15
0



Ｌ型擁壁　Ｈ＝2200 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

L型擁壁 H=2200 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 1.775 × 0.100 × 10.0 ＝ 1.8 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 1.775 × 10.0 ＝ 17.8 m2

単　位　数　量　計　算　書

22
00

89
0

1575

1475

1775

1575

12
0

15
01

00
20

基礎砕石

基礎コンクリート

調整モルタル

100

100 100



Ｌ型擁壁　Ｈ＝2080　　タイプＡ 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

L型擁壁 H=2080 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 1.900 × 0.100 × 10.0 ＝ 1.9 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 1.900 × 10.0 ＝ 19.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

400

700

18
0

15
0

20

10
0

1700

1900

40
0

40
0～

19
00

1000

58
0

150150

基礎コンクリート

調整モルタル

100

100

基礎砕石 RC-40

10
0

18
0

100

2σck= 18N/mm

58
0～

20
80



Ｌ型擁壁　Ｈ＝2080　　タイプB 10.0m当り

伸縮目地は10ｍ毎

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

L型擁壁 H=2080 L= 10.0 ＝ 10.0 m

底版コンクリート σck=24N/mm2 V= 1.350 × 0.200 × 10.0 ＝ 2.7 m3

型枠 A= 0.200 × 10.0 ＝ 2.0 m2

鉄筋 SD345　D13mm W= 1.300 × 12.0 × 0.995 ÷ 2.0 × 10.0

＋ 2.000 × 6.0 × 0.995 ÷ 2.0 × 10.0 ＝ 137.3 kg

＝ 0.14 t

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 2.400 × 0.100 × 10.0 ＝ 2.4 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 2.400 × 10.0 ＝ 24.0 m2

伸縮目地材 t=10mm A= 1.350 × 0.200 ＝ 0.3 m2

単　位　数　量　計　算　書

@5×160=800 @5×160=800200

19
51
～
20
80

20
10
0

15
0

100100

2ヶ所

水抜き孔

調整モルタル

基礎コンクリート基礎砕石 RC-40
2σck= 18N/mm

D13×2000×6本

D13×1300×12本
突出し鉄筋2

1 突出し鉄筋21

2000

1350

20
0

1500

18
01
～
19
00

700

400

2400

2200

58
0 40
0

20
10
0

15
0

150

1

現場打ちｺﾝｸﾘｰﾄ

D13×1300×12本
突出し鉄筋

100

10
0

150

100

調整モルタル

基礎コンクリート

150

100

基礎砕石 RC-40

2σck= 18N/mm

突出し鉄筋
D13×2000×6本
1

2

2

18
0

19
51
～
20
80

2σck= 24N/mm



Ｌ型擁壁　Ｈ＝1200 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

L型擁壁 H=1200 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 1.100 × 0.100 × 10.0 ＝ 1.1 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 1.100 × 10.0 ＝ 11.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

180 820

1000

12
00

59
0

15
0

1100

1000

25
0

基礎砕石

基礎コンクリート

100

10
020

11
0

調整モルタル
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 1．導水路U型側溝（1200×1400）

平面図より

L＝ 30.260 ＝ 30.3 m

 2．側壁コンクリート

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

コンクリート V＝ (1.200 ＋ 1.113) ÷ 2 × 1.220 × 0.300

＋ (1.113 ＋ 0.739) ÷ 2 × 0.180 × 0.300

－ π/4 × 0.932 × 0.932 × 0.300 ＝ 0.3 m3

型枠 A＝ (1.200 ＋ 1.113) ÷ 2 × 1.220 × 2.0

＋ (1.113 ＋ 0.739) ÷ 2 × 0.180 × 2.0

－ π/4 × 0.932 × 0.932 × 2.0 ＝ 1.8 m2

 3．土留コンクリート

平面図より

土留コンクリート N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

数　　量　　調　　書
工　種

導水路U型側溝工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
排水構造物工

（ﾚﾍﾞﾙ2）

1100

1320

1380

10
0

36
8

80
0

66
14

00

20
15

15

1200

600600

1520

550 550

2000

300

80
0

36
8

93
2

739

1113

18
0

12
20

1200

110110

100 100

基礎砕石 RC-40

90

コンクリート工
コンクリート工

σck= 18N/mm 2
2σck= 18N/mm

基礎砕石　RC-40

調整モルタル

基礎コンクリート
σck= 18N/mm2

調整モルタル

σck= 18N/mm
基礎コンクリート

2

66
10

011
5

15
0

90

66
66

10
0
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 1．鉄筋コンクリート管布設（φ800）

平面図より

L＝ 23.589 ＝ 23.6 m

 2．鉄筋コンクリート管材料

遠心力鉄筋コンクリート管φ800 2.430m/本（標準品） ※接続部は半管を使用

(上下流接続部)

N＝( 23.589 － 1.200 × 2.0 ) ÷ 2.430 ＋ 1 ＝ 10.0 本

 3．砂基礎

V＝ (1.592 ＋ 1.532) ÷ 2 × 0.100 × 23.164 ＝ 3.6 m3

工　種

数　　量　　調　　書

鉄筋コンクリート管布設工（φ800）排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ2） （ﾚﾍﾞﾙ3）

管布設延長　23589

24339

37
94

600

80
0

93
2

60
0

34
24

24
00

1500

1750

36
8

93
2

80
0

750

砂基礎延長　23164
8369 10289 5681

11
30

60.79

基礎砕石 RC-40

62.33

800

66

遠心力鉄筋コンクリート管

66
66

30
0

20
0 24
12

0

20
0

58.906

60.114

15
0 22

0
15
0

58.906

300

10
0

66
66

A

A
H07+6.779 H017+4.362

60.8560.9161.03

遠心力鉄筋コンクリート管
半管使用管 半管使用管

遠心力鉄筋コンクリート管

土留めコンクリート工

2σck= 18N/mm

コンクリート工

σck= 18N/mm 2

10
0

2828

2211

1532

1592 1:
0.
3良質発生土

埋戻し用砂

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

10
0砂基礎工

60.90

58.740
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 1．床掘

V＝ (2.828 ＋ 1.532) ÷ 2 × 2.160 × 23.289 ＝ 109.7 m3

 2．埋戻し（発生土）

V＝ (2.828 ＋ 2.211) ÷ 2 × 1.028 × 23.289 ＝ 60.3 m3

 3．埋戻し（再生砂）

V＝ (2.211 ＋ 1.592) ÷ 2 × 1.032 × 23.289

－ π/4 × 0.932 × 0.932 × 23.289 ＝ 29.8 m3

 4．残土運搬整地 （智光山公園へ運搬） ※整地はほぐし土換算（変化率1.25）

V＝ 109.70 － (60.30 ÷ 0.9) ＝ 42.7 m3

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

鉄筋コンクリート管布設土工排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

23589

24339

37
94

600

80
0

93
2

60
0

34
24

24
00

1500

1750

36
8

93
2

80
0

750

23164

8369 10289 5681

11
30

土工延長　23289

60.79

基礎砕石 RC-40

62.33

800

66

遠心力鉄筋コンクリート管

66
66

30
0

20
0 24
12
0

20
0

58.906

60.114

15
0 22

0
15
0

58.906

300

10
0

66
66

A

A
H07+6.779 H017+4.362

60.75
60.8560.9161.03 H027+1.946

遠心力鉄筋コンクリート管
半管使用管 半管使用管

遠心力鉄筋コンクリート管

土留めコンクリート工

2σck= 18N/mm

コンクリート工

σck= 18N/mm 2

10
0

2828

21
60

10
28

93
2

80
0

932

2211

1532

1592

10
32

1:
0.
3良質発生土

埋戻し用砂

遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

10
0

10
0

300 300

砂基礎工

60.90

58.740
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 1．U型側溝（400×400）

平面図より

L＝ 4.212 ＝ 4.2 m

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

U型側溝工（400×400）排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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 1．オリフィス版

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

t=5mm：79.3(kg/2m2)÷2.0 ＝ 39.65(kg/m2)
ステンレス鋼板（SUS304） t=8mm：127.0(kg/2m2)÷2.0 ＝ 63.50(kg/m2)

W(5mm) ＝ 0.280 × 0.400 × 1.0 × 39.65

＋ 0.100 × 0.350 × 2.0 × 39.65 ＝ 7.2 kg

W(8mm) ＝ 0.050 × 0.350 × 2.000 × 63.50 ＝ 2.2 kg

合計 ＝ 9.4 kg

コンクリートアンカー（M6 芯棒打ち込み式）

N＝ 4.0 ＝ 4.0 本

コンクリート

V＝ 0.400 × 0.400 × 0.070

－ π/4 × 0.267 × 0.267 × 0.070 ＝ 0.007 m3

型枠

A＝ 0.070 × 0.400 × 2.0 ＝ 0.06 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

オリフィス施設工排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

400

705

40
0

35
0 22
5

10
0

5
3

SUS304(0.5×280×400) 1枚

SUS304(0.8×50×350)　2枚

SUS304(0.5×100×350)　2枚

50

60

σck= 18N/mm 2
コンクリート工

75

(芯棒打ち込み式)

コンクリートアンカー　M 6

40
0

35
0

280

100 100200

280

100 200 100

400

267

170
60

170

50

コンクリートアンカー　M 6

(芯棒打ち込み式)

硬質塩化ビニール管　φ250mm

10 10

50 50

SUS304(0.5×280×400) 1枚

SUS304(0.8×50×350)　2枚

SUS304(0.5×100×350)　2枚60

60

10 10

5 138

5050

5

66.5

(芯棒打ち込み式)
コンクリートアンカー　M 6

SUS304(0.8×50×350)　2枚
SUS304(0.5×100×350)　2枚

SUS304(0.5×280×400) 1枚

66.5
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 2．硬質塩化ビニル管布設（VU250）

L＝ 8.077 ＝ 8.1 m

 3．河川壁防護

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

コンクリート

V＝ 2.000 × 1.200 × 0.300

－ π/4 × 0.267 × 0.267 × 0.300 ＝ 0.7 m3

型枠

A＝ 2.000 × 1.200 × 2.0

＋ 0.300 × 1.200 × 2.0

－ π/4 × 0.267 × 0.267 × 2.0 ＝ 5.4 m2

 4．フラップゲート（硬質塩化ビニル管　φ250mm用）

N＝ 1.0 ＝ 1.0 個

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

オリフィス施設工排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

15
00

3 0
0

12
00

2000500 500

3720

2σck= 18N/mm
河川壁防護コンクリート

1:
0.
3

河川壁防護コンクリート

硬質塩化ビニール管 φ250mm

1100

9800

300038003000

27
00

24
00

2700

12
00

46
4

12
00

82
0

管渠延長　8077

77
2

500

950

593

11
39

6878 859

56.620

59.020

57.820

200

30
0

59.990

59.320

最大調節髙　H=59.990

Ａ 47
2

26
7

46
1

オ リ フ ィ ス 版

硬質塩化ビニール管 φ250mm

コンクリート工 L=2.0m
2σck= 18N/mm

70

58.640

H50

300

357A

A

B

B

( 逆流防止弁 )
フラップゲートφ250mm用
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 1．床掘

V＝ (1.550 ＋ 0.867) ÷ 2 × 1.139 × 6.878 ＝ 9.5 m3

 2．埋戻し（発生土）

V＝ (1.550 ＋ 1.147) ÷ 2 × 0.672 × 6.878 ＝ 6.2 m3

 3．埋戻し（再生砂）

V＝ (1.147 ＋ 0.867) ÷ 2 × 0.467 × 6.878

－ π/4 × 0.267 × 0.267 × 6.878 ＝ 2.9 m3

 4．残土運搬整地 （智光山公園へ運搬） ※整地はほぐし土換算（変化率1.25）

V＝ 9.50 － (6.20 ÷ 0.9) ＝ 2.6 m3

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

オリフィス施設土工排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

1100

9800

300038003000

27
00

24
00

2700

12
00

46
4

12
00

82
0

8077

77
2

500

950

593

11
39

土工延長　6878 859

56.620

59.020

57.820

200

30
0

59.990

59.320

最大調節髙　H=59.990

Ａ 47
2

26
7

46
1

オ リ フ ィ ス 版

硬質塩化ビニール管 φ250mm

コンクリート工 L=2.0m
2σck= 18N/mm

70

58.640

H50

300

357A

A

B

B

( 逆流防止弁 )

フラップゲートφ250mm用

26
7

67
2

25
0

867

300 267 300

11
39

1550

1147

46
7

10
0

10
08.

5
8.
5

硬質塩化ビニール管

埋戻し用砂

良質発生土

1:
0.
3
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 1．U型側溝（300×300）

平面図より

L＝ 35.788 ＋ 18.634 ＋ 2.383 ＝ 56.8 m

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

U型側溝工（300×300）排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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 1．床掘

V＝ 1.100 × 0.575 × 56.8 ＋ 0.520 × 0.150 × 56.8 ＝ 40.4 m3

 2．埋戻し

V＝ 0.300 × 0.575 × 56.8 × 2.0 ＝ 19.6 m3

 3．残土運搬整地 （智光山公園へ運搬） ※整地はほぐし土換算（変化率1.25）

V＝ 40.40 － (19.60 ÷ 0.9) ＝ 18.6 m3

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

U型側溝（300×300）土工排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

土工延長 L＝56.8m

300 300

1100

57
5

コンクリート

基礎砕石

調整モルタル

RC-40

σck= 18N/mm 2

8080 360

20

520

60 60300

4040 420

500

60

10
0

15
0

30
0

95

45
5
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 1．集水桝（300×300,t=150,H=750）

平面図より

N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

 2．硬質塩化ビニル管布設（VU200）

L＝ 0.847 ＝ 0.85 m

 3．フラップゲート（硬質塩化ビニル管　φ200mm用）

N＝ 1.0 ＝ 1.0 個

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

集水桝排水設備（300×300）排水構造物工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

40
0

700

400

847

1347

547600200

300

700

77
0

75
0

65
0

50 10050100

18
00

20
50

15
00

55
0

20
5

73
0

77
0

2015
0

15
01

00

10
0 100

150 150

硬質塩化ビニール管　φ200 VU

フラップゲートφ200

60.140

58.640

58.845

59.370
( 逆流防止弁 )

基礎砕石

基礎砕石 RC-40

10
0

10
0



導水路U型側溝（1200×1400） 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

U型側溝 1200×1400 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 1.520 × 0.100 × 10.0 ＝ 1.5 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 1.520 × 10.0 ＝ 15.2 m2

V= 15.2 × 0.15 ＝ 2.28 m3

単　位　数　量　計　算　書

1380

1200

14
00

10
0

15
0

1320

1520

1100

15
15

2000

15
15

10
0

15
0

9090

基礎砕石

100100

基礎砕石

110

11
5

20

110

20 調整モルタル

基礎コンクリート
σck= 18N/mm2

調整モルタル

基礎コンクリート
σck= 18N/mm2



土留コンクリート 1.0箇所当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=18N/mm2 V= (1.130 ＋ 0.260) ÷ 2.0 × 0.150 × 4.000 ＝ 0.4 m3

型枠 A= (1.130 ＋ 0.260) ÷ 2.0 × 4.000 × 2.0 ＝ 5.6 m2

基礎砕石 t=10cm A= 4.200 × 0.100 ＝ 0.4 m2

単　位　数　量　計　算　書

4000

4000

11
30

26
011

30 87
0

26
0

10
0

100100

10
0

250

150

10
0

コンクリート工
σck= 18N/mm 2

切込砕石　RC-40



Ｕ型側溝　400×400(400A) 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

U型側溝 400×400×2000 L= 10.0 ＝ 10.0 m

グレーチング蓋 995×500×65 N= 10.0 ＝ 10.0 枚

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.725 × 0.100 × 10.0 ＝ 0.7 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 0.725 × 10.0 ＝ 7.3 m2

V= 7.3 × 0.15 ＝ 1.10 m3

単　位　数　量　計　算　書

基礎砕石

調整モルタル

基礎コンクリート

グレーチング　t-20
995×500×65 ボルト固定

RC-40

σck= 18N/mm2

40
0

65

112.5 400

625

112.5

50

20
10
0

15
0

11
0

50 625

725



Ｕ型側溝　300×300(300A) 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

U型側溝 300×300×2000 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.520 × 0.100 × 10.0 ＝ 0.5 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 0.520 × 10.0 ＝ 5.2 m2

V= 5.2 × 0.15 ＝ 0.78 m3

単　位　数　量　計　算　書

コンクリート

基礎砕石

調整モルタル

RC-40

σck= 18N/mm 2

8080 360

20

520

60 60300

4040 420

500

60

10
0

15
0

30
0

95

25
0

45
5



集水桝（300×300,t=150,H=750） 10.0箇所当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

集水桝 300×300　H750 N= 10.0 ＝ 10.0 基

グレーチング蓋 395×395×38 N= 10.0 ＝ 10.0 枚

底部コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.300 × 0.300 × 0.100 × 10.0 ＝ 0.1 m3

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.700 × 0.700 × 0.100 × 10.0 ＝ 0.5 m3

基礎型枠 A= 0.700 × 0.100 × 4.0 × 10.0 ＝ 2.8 m2

基礎砕石 t=15cm A= 0.700 × 0.700 × 10.0 ＝ 4.9 m2

単　位　数　量　計　算　書

10
0

10
0

40
0

60
0

100400100

600

グレーチング t-14

395×395×38　ボルト固定

硬質塩化ビニル管　φ200 VU

基礎砕石

コンクリート

基礎コンクリート 基礎コンクリート

基礎砕石

RC-40 RC-40

σck= 18N/mm2 σck= 18N/mm 2

65
0

10
0

700

15
0

10
0

10
0

15
0

75
0

10
0

65
0

75
0

700

150300150

600

100100

50 50

300

600
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 1．インターロッキング

舗装及び床版工平面図より

L＝ 7.45 ＋ 7.45 ＋ 23.80 ＋ 11.45 ＋ 11.00 ＝ 61.15 m

A＝ 0.20 × 61.15 ＝ 12.2 m2

 2．床版

舗装及び床版工平面図より　

（インターロッキング）

A＝ 17.57 ＋ 813.48 － 12.2 ＝ 818.9 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

床版工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
床版工



インターロッキング 100.0m2当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

インターロッキング 100×200×60 A= 100.0 ＝ 100.0 m2

敷砂 t=3cm V= 0.030 × 100.0 ＝ 3.0 m3

基礎砕石 t=25cm A= 100.0 ＝ 100.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

200床　版　工 床　版　工

床　版　設　置　幅

インターロッキング
100×200×60

鉄筋コンクリート
2σck= 24N/mm

敷　砂

再生切込砕石

RC－40

60
25
0 30

10

1010



床版 100.0m2当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=24N/mm2 V= 0.150 × 100.0 ＝ 15.0 m3

鉄筋金網 D10×100×100 W= 11.200 × 100.0 ＝ 1,120.0 kg

基礎砕石 t=20cm A= 100.0 ＝ 100.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

35
0

20
0

200床　版　工 床　版　工

鉄 筋 金 網鉄 筋 金 網

床　版　設　置　幅

D10×100×100

インターロッキング
100×200×60

鉄筋コンクリート
2σck= 24N/mm

敷　砂

再生切込砕石

RC－40　t＝20cm

15
0

75

D10×100×100

1010

5050 50122

75
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 1．路盤　（再生切込砕石 t=10cm）

舗装及び床版工平面図より （斜路部） （管理通路部）

A＝ 67.44 ＋ 118.48 ＝ 185.9 m2

 2．表層　（再生密粒度As t=5cm）

舗装及び床版工平面図より （斜路部） （管理通路部）

A＝ 67.44 ＋ 118.48 ＝ 185.9 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

舗装工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
管理用道路舗装工

4000

再生切込砕石（RC－40）t＝10cm

1:
0.
5

1:
0.
4

60.140

基礎砕石

基礎コンクリート

再生密粒度アスコン (13)-50　t＝5cm

i = 1.0 %
59.990

50
10
0

15
0
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 1．フェンス（H=1.80ｍ）

舗装及び床版工平面図より

L＝ 9.384 ＋ 35.485 ＋ 21.362 ＋ 18.349 ＝ 84.6 m

 2．フェンス（H=1.20ｍ）

舗装及び床版工平面図より

L＝ 7.869 ＋ 30.000 ＝ 37.9 m

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

フェンス工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
防護柵工



フェンス　H=1.80m 100.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

フェンス H=1.80m　L=2.0m L= 100.0 ＝ 100.0 m

支柱 N= 100.0 ÷ 2.0 ＝ 50.0 本

基礎ブロック 200×200×450 N= 100.0 ÷ 2.0 ＝ 50.0 個

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.300 × 0.300 × 0.100 × 50.0 ＝ 0.5 m3

基礎型枠 A= 0.300 × 0.100 × 4.0 × 50.0 ＝ 6.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 0.300 × 0.300 × 50.0 4.5 m2

単　位　数　量　計　算　書

45
0

2000
30°

18
00

17
50

30
0

45
0

R200
165

165

245

200

45
0

300

2000

φ4.0

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

（水抜穴付）

φ38.1×1.6

50

φ38.1×1.6

バ－ブドワイヤ φ2.0

30

菱形金網
φ3.2x56mm目

フェンス用基礎ブロック

（200×200×450）

10
0

15
0

コンクリート

σck= 18N/mm2

基礎砕石

RC-40



フェンス　H=1.20m 100.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

フェンス H=1.20m　L=2.0m L= 100.0 ＝ 100.0 m

支柱 N= 100.0 ÷ 2.0 ＝ 50.0 本

単　位　数　量　計　算　書

165
30°

245 165

R200

12
00

11
50

45
0

2000

L型擁壁　H=1.20m

30

φ4.0

50φ50.8×1.6 φ50.8×1.6

φ38.1×1.6

（水抜穴付）

φ38.1×1.6

2000

バ－ブドワイヤ φ2.0

菱形金網
φ3.2x56mm目
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 1．敷鉄板（22×1524×3048）

仮設図より

敷鉄板設置面積 A＝ 383.7 ＋ 62.3 ＝ 446.0 m2

敷鉄板枚数 N＝ 446.0 ÷ (1.524 × 3.048) ＝ 96.0 枚

【共通仮設費 運搬費】 （802kg/枚）

敷鉄板重量 W＝ 96.0 × 802 ＝ 76992.0 kg

＝ 77.0 t

 2．借地　【共通仮設費　役務費】

仮設図より

借地面積 A＝ 613.2 ＋ 89.0 ＝ 702.2 m2

借地料 借地期間 27 か月

借地単価 159 円/m2/月

27 × 159 ＝ 4293 円/m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

工事用道路工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
仮設工
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 1．土質等試験費

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

※擁壁設置箇所の地耐力測定

平板載荷試験 N＝ 4.0 ＝ 4.0 箇所

※設計配合時

六価クロム溶出試験 N＝ 1.0 ＝ 1.0 検体

数　　量　　調　　書

技術管理費
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
共通仮設費（積分）

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
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 1．掘削

計算書より

V＝ 5886.0 ＝ 5886.0 m3

 2．盛土

計算書より

V＝ 134.7 ＝ 134.7 m3

 3．床掘

計算書より

V＝ 175.8 ＝ 175.8 m3

 4．埋戻し

計算書より

V＝ 71.7 ＝ 71.7 m3

 5．残土運搬処理

V＝ 5886.0 ＋ 175.8 － (134.7 ＋ 71.7) ÷ 0.9 ＝ 5832.5 m3

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

河川用調節池土工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
河川土工



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 8.2

3.754 8.20 30.8

H0 +2.756 8.2

4.102 4.10 16.8

H0 +6.858 0.0

3.142 31.65 99.4

H1 63.3

10.000 67.20 672.0

H2 71.1

10.000 78.10 781.0

H3 85.1

10.000 91.25 912.5

H4 97.4

10.000 106.35 1063.5

H5 115.3

10.000 122.10 1221.0

H6 128.9

10.000 96.85 968.5

H7 64.8

3.719 32.40 120.5

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 5886.0

合　計 74.717 5886.0

　掘削（河川用調節池）

測　　点
距　離

平
均

備　　考
番　　号



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 10.4

3.754 10.40 39.0

H0 +2.756 10.4

4.102 5.20 21.3

H0 +6.858 0.0

3.142 1.60 5.0

H1 3.2

10.000 2.85 28.5

H2 2.5

10.000 2.15 21.5

H3 1.8

10.000 1.35 13.5

H4 0.9

10.000 0.45 4.5

H5 0.0

10.000 0.00 0.0

H6 0.0

10.000 0.10 1.0

H7 0.2

3.719 0.10 0.4

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 134.7

合　計 74.717 134.7

　盛土（河川用調節池）

測　　点
距　離

平
均

備　　考
番　　号



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 0.0

3.754 0.00 0.0

H0 +2.756 0.0

4.102 0.00 0.0

H0 +6.858 0.0

3.142 0.65 2.0

H1 1.3

10.000 1.30 13.0

H2 1.3

10.000 1.30 13.0

H3 1.3

10.000 2.05 20.5

H4 2.8

10.000 2.70 27.0

H5 2.6

10.000 3.30 33.0

H6 4.0

10.000 5.45 54.5

H7 6.9

3.719 3.45 12.8

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 175.8

合　計 74.717 175.8

　床掘（河川用調節池）

測　　点
距　離

平
均

備　　考
番　　号



計　　 算 　　書
1/1

横断面積 横断面積 立　方　米
法　　長 法　　長 平　方　米

H0 -0.998 0.0

3.754 0.00 0.0

H0 +2.756 0.0

4.102 0.00 0.0

H0 +6.858 0.0

3.142 0.35 1.1

H1 0.7

10.000 0.70 7.0

H2 0.7

10.000 0.70 7.0

H3 0.7

10.000 1.05 10.5

H4 1.4

10.000 1.35 13.5

H5 1.3

10.000 1.10 11.0

H6 0.9

10.000 1.70 17.0

H7 2.5

3.719 1.25 4.6

H7 +3.719 0.0

小　計 74.717 71.7

合　計 74.717 71.7

　埋戻し（河川用調節池）

測　　点
距　離

平
均

備　　考
番　　号
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 1．大型ブロック積

計算書より

タイプ1 H=3.60m A＝ 188.38 ＝ 188.4 m2

計算書より

タイプ1 H=2.10m A＝ 135.02 ＝ 135.0 m2

計算書より

タイプ2 H=3.10m A＝ 100.50 ＝ 100.5 m2

 2．基礎コンクリート

計算書より

L＝ 134.93 ＝ 134.9 m

 3．天端コンクリート

計算書より

タイプ1 L＝ 112.09 ＝ 112.1 m

計算書より

タイプ2 L＝ 29.97 ＝ 30.0 m

 4．側部止めコンクリート

計算書より

タイプ1 N＝ 3.0 ＝ 3.0 箇所

計算書より

タイプ2 N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

計算書より

排水ポンプ脇 N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

 5．ブロック調整コンクリート

計算書より

N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

コンクリートブロック工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
ブロック積工



2/2

 6．目地材（材料費） エラスタイト　t=10mm

計算書より

A＝ 17.70 ＝ 17.7 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
コンクリートブロック工

数　　量　　調　　書

ブロック積工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）



コンクリートブロック工
1/3

(a）A1～A5の平均段数

＝ × ＝ m

＝ × ＝ m

＝ × ＝ m

＝ × ＝ m

＝ × ＝ m

合計

平均段差 ＝ ÷ ＝ 段

(b）A10の平均段数

＝ ＋ ÷ ＝ 段

タイプ1 H=3.60m タイプ1 H=3.60m（ブロック7段）

＝ ＋ ÷ ＝

＝ ＋ ÷ ＝

＝ ＋ ÷ ＝

＝ ＋ ÷ ＝

＝ ＝

合計 ＝ m

＝ × × ＝ m2 ＝ 188.38 m2

タイプ1 H=2.10m タイプ1 H=2.10m（ブロック4段）

＝ ＝

＝ ＋ ÷ ＝

＝ m

＝ × × ＝ m2 ＝ 135.02 m2

タイプ2 H=3.10m タイプ2 H=3.10m（ブロック6段）

＝ ＝ m

＝ × × ＝ m2 ＝ 100.50 m2

大型ブロック延長合計

タイプ1 ＝ ＋ ＝ m

タイプ2 ＝ ＝ m

合計 ＝ m

法面積合計 ＝ ＋ ＋ ＝ m2

L ＝ ＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＝ 134.93 m

31.742

29.965 6.289

(2)基礎コンクリート 5.500 5.500 5.500 5.500 5.500

138.493

188.38 135.02 100.50 423.90

34.915 0.844 1.836 1.835

48.143 60.385 108.528

29.965 29.965

(1)大型ブロック積

A11 29.965 29.965

法面積 3.000 1.118 29.965 100.50

60.385

法面積 2.000 1.118 60.385 135.02

A1～A5

A10

27.500

32.885( 34.028 31.742 ) 2

27.500

法面積 3.500 1.118 48.143 188.38

6.289

35.236

1.484

2.156

2.978

48.143

1.835 )

2

2

2

2

27.500

A9

A12

( 35.556

( 2.124

( 2.475

( 4.120

6.289

4

4

A6

A7

A8

34.915 )

0.844 )

1.836 )

27.500 110.000

A10 ( 7 1 ) 2

110.000 27.500

計　　算　　書

種　別 計　算　式 数　量

33.000

A3 4

A4 5

A1 2

A2 3

A5 6

段数

5.500

5.500

5.500

5.500

5.500

11.000

16.500

22.000



ブロック積工
2/3

L ＝ ＋ ＋ ＝ 112.09 m

L ＝ ＝ 29.97 m

平面図より N ＝ ＝ 3.0 箇所

平面図より N ＝ ＝ 1.0 箇所

排水ポンプ脇 平面図より N ＝ ＝ 1.0 箇所

平面図より N ＝ ＝ 1.0 箇所

設置高さ

H ＝ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＝ m

設置面積 （材料ロス率0.22）

A ＝ × × ＝ m2 ＝ 17.70 m2

25.950

25.950 0.559 17.697

3.500

3.500 2.680 1.770 3.000

3.000

1.22

(5)ブロック調整コンクリート 1.0

(6)目地材(材料費)

2.000 3.000 3.500

(4)側部止めコンクリート

タイプ1

タイプ2

3.0

1.0

1.0

(3)天端コンクリート

タイプ1

タイプ2

67.655 38.148 6.289

29.965

種　別 計　算　式 数　量

計　　算　　書



ブロック積工
3/3

数　量

計　　算　　書

種　別 計　算　式

53
2

67955

2124

67955

640 640

29401

30
90

71
0

38
00

58
057

5

57
056
5

3491555005500550055005500

30
90

51
0

38448

844

30
90

51
0

31742

38448

1000 32655

2286 2286

1000 33028

35556

6155 28760

5540

39
1340
25

850

500 324

760

38
00

35
00

760

50
0

39
1340
25

35
00

38
00

850

500 324

37
90

39
90

5556 　目地工　10000毎

10000 10000 13028

1835

38148

1836

2475

67655

4120

1:
0.
5

1:
0.
4

60.140

300

640

10
0

i = 9.4 %

60.140

300

60.140

57.050

20
0

640

20
0

57.050

2σck= 18N/mm

側部止めコンクリート工

300

300

60.140

11
2

50
0

15
0

15
0

10
0

1:
0.
5

1:
0.
4

11
2

10
0

20
0

20
0

15
0

15
0

ブロック調整コンクリート工

σck= 18N/mm 2

20
0

目　地　工 ( エラスタイト　t=10mm )

(エラスタイトt=10mm )

(エラスタイトt=10mm )
目　地　工

h=3500

h=3500

h=3000
(エラスタイトt=10mm )
目　地　工

h=2000
(エラスタイトt=10mm )
目　地　工

h=2680 h=1770

目　地　工

(エラスタイトt=10mm )

56.540

57.040

57.540

58.040

58.540

59.040

56.340

56.54056.540
56.150

タイプ 1

A7  A8
平均 4段

2段
A1

3段
A2

4段
A3

5段
A4

6段
A5 A6

タイプ 1

平均 (7+1)÷2=4段A9

A10

51
0

30
90

6889

850

500 324

40
25

39
13

38
00

35
00

50
0

760

6289

70
0

24
00

39
90

37
90

850

500 324

34
66

33
54

30
00

33
00

50
0

760

1000010000 9965

29965

30565

29965

20
0

57.050

60.14060.140

300300

15
0

15
0

11
2

10
0

20
0

1:
0.
5

1:
0.
4

側部止めコンクリート工
σck= 18N/mm 2

56.340
56.540

56.340

20
0

59.450 59.450

60.140

57.050

20
0

60.140

59.450

11
2

20
0

1:
0.
5

1:
0.
4

10
0

300

側部止めコンクリート工

σck= 18N/mm 2

2σck= 18N/mm
ブロック調整コンクリート工

300

(エラスタイトt=10mm )
h=3000

目　地　工目　地　工

h=3000
(エラスタイトt=10mm )

56.350
56.150 56.150

A11

タイプ 2

A12

タイプ 1



大型ブロック　タイプ1（H=3.60m） 100.0m2当り

斜長 L ＝ 3.913 m

100m2当り延長
L ＝ 25.556 m

胴込コンクリート量
V ＝ 0.19 m3/個

裏込砕石量
V ＝ 1.83 m3/m

差し筋は、ブロック1個当り2本

水抜きパイプは、2 m2に1箇所設置

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

大型ブロック A= 3.913 × 25.556 ＝ 100.0 m2

N= 100.0 ÷ (0.500 × 1.118) ＝ 178.9 個

胴込コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.19 × 178.9 ＝ 34.0 m3

裏込砕石 RC-40 V= 1.83 × 25.556 ＝ 46.8 m3

差し筋 SD345　D13 W= 178.9 × 2.0 × 0.995 × 0.300 ＝ 106.8 kg

0.107 t

水抜きパイプ 吸収材含む N= 3.343 × 25.556 ÷ 2.0 ＝ 42.7 箇所

単　位　数　量　計　算　書

559

33
43

1:
0.
4

1:
0.
5

40
25

11
2

39
13

差し筋

胴込コンクリート

吸出防止材
水抜きパイプ

大型自立積ブロック

天端コンクリート

50
0

20
0

36
00

10
0

35
00

15
0

15
0

2σck= 18N/mm

差し筋

σck= 18N/mm 2

850

500
300

基礎砕石(RC-40)

3(1.83m /m)

σck= 18N/mm 2
基礎コンクリート

裏込砕石

960

760

10
0

L=300



大型ブロック　タイプ1（H=2.10m） 100.0m2当り

斜長 L ＝ 2.236 m

100m2当り延長
L ＝ 44.723 m

胴込コンクリート量
V ＝ 0.19 m3/個

裏込砕石量
V ＝ 0.88 m3/m

差し筋は、ブロック1個当り2本

水抜きパイプは、2 m2に1箇所設置

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

大型ブロック A= 2.236 × 44.723 ＝ 100.0 m2

N= 100.0 ÷ (0.500 × 1.118) ＝ 178.9 個

胴込コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.19 × 178.9 ＝ 34.0 m3

裏込砕石 RC-40 V= 0.88 × 44.723 ＝ 39.4 m3

差し筋 SD345　D13 W= 178.9 × 2.0 × 0.995 × 0.300 ＝ 106.8 kg

0.107 t

水抜きパイプ 吸収材含む N= 1.666 × 44.723 ÷ 2.0 ＝ 37.3 箇所

単　位　数　量　計　算　書

559

16
66

1:
0.
41:

0.
5

23
48

11
2

22
36

差し筋

胴込コンクリート

吸出防止材
水抜きパイプ

大型自立積ブロック

天端コンクリート

50
0

20
0

21
00

10
0

20
00

15
0

15
0

2σck= 18N/mm

差し筋

σck= 18N/mm 2

850

500
300

基礎砕石(RC-40)

3(0.88m /m)

σck= 18N/mm 2
基礎コンクリート

裏込砕石

960

760

10
0 L=300



大型ブロック　タイプ2（H=3.10m） 100.0m2当り

斜長 L ＝ 3.354 m

100m2当り延長
L ＝ 29.815 m

胴込コンクリート量
V ＝ 0.19 m2/個

裏込砕石量
V ＝ 1.56 m3/m

差し筋は、ブロック1個当り2本

水抜きパイプは、2 m2に1箇所設置

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

大型ブロック A= 3.354 × 29.815 ＝ 100.0 m2

N= 100.0 ÷ (0.500 × 1.118) ＝ 178.9 個

胴込コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.19 × 178.9 ＝ 34.0 m3

裏込砕石 RC-40 V= 1.56 × 29.815 ＝ 46.5 m3

差し筋 SD345　D13 W= 178.9 × 2.0 × 0.995 × 0.300 ＝ 106.8 kg

0.107 t

水抜きパイプ 吸収材含む N= 2.571 × 29.815 ÷ 2.0 ＝ 38.3 箇所

単　位　数　量　計　算　書

25
71

559

30
00

10
0

31
00

850

500
300

50
0

天端コンクリート

大型自立積ブロック

水抜きパイプ
吸出防止材

胴込コンクリート

差し筋

33
54

11
2

34
66

1:
0.
5

1:
0.
4

20
0

差し筋

σck= 18N/mm2

σck= 18N/mm2

2σck= 18N/mm
基礎砕石(RC-40)

裏込砕石

基礎コンクリート
(1.56m /m)3

960

760

10
0 L=300



基礎コンクリート 10.0m当り

差し筋は、ブロック1個当り2本（2本/ｍ）

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.760 × 0.200 × 10.0 ＝ 1.5 m3

基礎型枠 A= 0.200 × 2.0 × 10.0 ＝ 4.0 m2

差し筋 SD345　D13 W= 0.300 × 0.995 × 2.0 × 10.0 ＝ 6.0 kg

0.006 t

基礎砕石 RC-40　t=10cm A= 0.960 × 10.0 ＝ 9.6 m2

エラスタイト
目地材 t=10mm A= 0.760 × 0.200 ＝ 0.2 m2

単　位　数　量　計　算　書

100 559 101

20
0

基礎コンクリート
基礎砕石

差し筋
D13 L=300

760100

960

100

10
0



天端コンクリート　タイプ1 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

天端コンクリート σck=18N/mm2 V= (0.850 ＋ 0.900) ÷ 2.0 × 0.100 × 10.0

＋ (0.355 ＋ 0.435) ÷ 2.0 × 0.200 × 10.0 ＝ 1.7 m3

型枠 A= (0.112 ＋ 0.300) × 10.0 ＝ 4.1 m2

エラスタイト
目地材 t=10mm A= (0.850 ＋ 0.900) ÷ 2.0 × 0.100

＋ (0.355 ＋ 0.435) ÷ 2.0 × 0.200 ＝ 0.2 m2

単　位　数　量　計　算　書

20
0

天端コンクリート

30
0

11
2

850

10
0

900

465 435

495 355



天端コンクリート　タイプ2 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

天端コンクリート σck=18N/mm2 V= (0.850 ＋ 0.900) ÷ 2.0 × 0.100 × 10.0 ＝ 0.9 m3

型枠 A= (0.112 ＋ 0.100) × 10.0 ＝ 2.1 m2

エラスタイト
目地材 t=10mm A= (0.850 ＋ 0.900) ÷ 2.0 × 0.100 ＝ 0.1 m2

単　位　数　量　計　算　書

10
0

850

11
2

10
0

天端コンクリート

900



側部止めコンクリート　タイプ1 10.0箇所当り

施工幅 W ＝ 0.300 m

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=18N/mm2 V= 4.100 × 0.300 × 10.0 ＝ 12.3 m3

型枠 A= (4.100 × 2.0 ＋ (4.025 ＋ 0.200) × 0.300)

× 10.0 ＝ 94.7 m2

基礎砕石 RC-40　t=10cm A= 1.365 × 0.300 × 10.0 ＝ 4.1 m2

単　位　数　量　計　算　書

844

15
0 15

0

35
00

10
0

36
00

20
0

40
25

1:
0.
5

1:
0.
4

躯体コンクリート

基礎砕石(RC-40)1365

1265

10
0

σck= 18N/mm 2

(4.10m /m)3



側部止めコンクリート　タイプ2 10.0箇所当り

施工幅 W ＝ 0.300 m

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=18N/mm2 V= 3.470 × 0.300 × 10.0 ＝ 10.4 m3

型枠 A= (3.470 × 2.0 ＋ (3.466 ＋ 0.200) × 0.300)

× 10.0 ＝ 80.4 m2

基礎砕石 RC-40　t=10cm A= 1.317 × 0.300 × 10.0 ＝ 4.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

20
0

1:
0.
4

1:
0.
5

34
66

850

31
00

10
0

30
00

躯体コンクリート
σck= 18N/mm2

基礎砕石(RC-40)1317

1217

10
0

(3.47m /m)3



側部止めコンクリート　排水ポンプ脇 10.0箇所当り

施工幅 W ＝ 0.307 m
(0.614÷2)＝0.307

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=18N/mm2 V= 4.100 × 0.307 × 10.0 ＝ 12.6 m3

型枠 A= (4.100 × 2.0 ＋ (4.025 ＋ 0.200) × 0.614)

× 10.0 ＝ 107.9 m2

基礎砕石 RC-40　t=10cm A= 1.365 × 0.307 × 10.0 ＝ 4.2 m2

単　位　数　量　計　算　書

844

15
0 15

0

35
00

10
0

36
00

20
0

40
25

1:
0.
5

1:
0.
4

躯体コンクリート

基礎砕石(RC-40)1365

1265

10
0

σck= 18N/mm 2

(4.10m /m)3



ブロック調整コンクリート 10.0箇所当り

施工幅 W ＝ 0.300 m

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=18N/mm2 V= 4.400 × 0.300 × 10.0 ＝ 13.2 m3

型枠 A= (4.400 × 2.0 ＋ (4.237 ＋ 0.200) × 0.300)

× 10.0 ＝ 101.3 m2

基礎砕石 RC-40　t=10cm A= 1.386 × 0.300 × 10.0 ＝ 4.2 m2

単　位　数　量　計　算　書

躯体コンクリート

69
0

36
90

10
0

37
90

850

42
37

1:
0.
5

1:
0.
4

20
0

2σck= 18N/mm

基礎砕石(RC-40)1386

1286

10
0

(4.40m /m)3
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 1．ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁（H=1.20m)

平面図より

L＝ 9.127 ＋ 9.068 ＝ 18.2 ｍ

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

Ｌ型擁壁（H=1.20m）
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
擁壁工



Ｌ型擁壁　Ｈ＝1200 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

L型擁壁 H=1200 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 1.100 × 0.100 × 10.0 ＝ 1.1 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 1.100 × 10.0 ＝ 11.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

180 820

1000

12
00

59
0

15
0

1100

1000

25
0

基礎砕石

基礎コンクリート

100

10
020

11
0

調整モルタル



1/5

 1．ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁材料

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

詳細断面図⑤より

H L

(N＝ 2.0 (2800/2154 × 1200/800) ＝ 2.0個)

H L

(N＝ 2.0 (2154/540 × 2000) ＝ 2.0個)

 2．ﾌﾟﾚｷｬｽﾄL型擁壁（H=2.80m)

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

（1.0m＜H≦2.0m）
Ｌ型擁壁 L＝ 2.00 × 2.0 ＝ 4.0 m

（2.0m＜H≦3.5m）
Ｌ型擁壁 L＝ 2.00 × 2.0 ＝ 4.0 m

（中央値H2800）
Ｌ型擁壁

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

Ｌ型擁壁（H=2.80m）
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
越流堤工

（中央値H1347）
Ｌ型擁壁

36
00

54
0

28
00

94
0

2 @ 2000 =4000

17
20

1200

60.140

57.050

59.600

58.980

26
0

Ｌ 型 擁 壁 H = 2800

1:
1.
24

Ｌ 型 擁 壁 H = 2800

24
0

久保川調節池 H.W.L=59.280▽
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 1．越流堤天端コンクリート （σck=18N/mm2）

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

コンクリート V＝ (0.850 ＋ 1.119) ÷ 2 × 0.540 × 11.580 ＝ 6.2 m3

斜率

型枠 斜長 0.540 × 1.118 ＝ 0.604 m

A＝ (0.604 ＋ 0.540) × 11.580 ＝ 13.2 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
越流堤天端コンクリート

数　　量　　調　　書

越流堤工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

36
00

54
0

28
00

39
0

94
0

15
0

17
20

1119

54
0

850

60
4 60.140

57.050

59.600

58.980

26
0

越流堰天端コンクリート工

σck= 18N/mm 2

1:
1.
24

24
0

久保川調節池 H.W.L=59.280▽

500 11580 500

11280

11
0

24
0

36
10

54
0

94
0

28
00

16
10

11580

1925 7730 1925

10466

57.050

150 150

27
0

ボックスカルバート底版+床版スラブ

Ｌ 型 擁 壁 H = 2800

側部止めコンクリート工

越流堰天端コンクリート工

σck= 18N/mm 2

σck= 18N/mm 2

35
0

切込砕石

RC-40

σck= 18N/mm 2

コンクリート

ボックスカルバート底版+床版スラブ
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 1．越流堤斜路部

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

（σck=18N/mm2）
コンクリート V＝ 3.830 × 0.110 × 11.280 ＝ 4.8 m3

（RC-40）
斜路部中詰砕石 V＝ 4.190 × (11.280 ＋ 10.466) ÷ 2 ＝ 45.6 m3

（RC-40　t=24cm）
A＝ 4.000 × 7.730 ＝ 30.9 m2

工　種

数　　量　　調　　書

越流堤工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
越流堤斜路部

（ﾚﾍﾞﾙ2）

基礎砕石

30
90

51
0

3200 800

54
0

62
0

39
0

94
0

15
0

4000

17
2019

30

11
0

24
0

54
0

60.140

57.050

59.600

58.980

R = 1.0 m

R = 1.0 m

切込み砕石　RC-40

コンクリート(t=11㎝ L=3830)

σck= 18N/mm 2

(4.19m /m)2

1:
1.
24

切込砕石

RC-40　t=24㎝

24
0

久保川調節池 H.W.L=59.280▽

500 50011280

11
0

24
0

36
10

54
0

94
0

28
00

16
10

11580

1925 7730 1925

10466

57.050

150 150

27
0

ボックスカルバート底版+床版スラブ

Ｌ 型 擁 壁 H = 2800

側部止めコンクリート工

越流堰天端コンクリート工 σck= 18N/mm 2

σck= 18N/mm 2

35
0

切込砕石

RC-40

σck= 18N/mm 2

コンクリート

ボックスカルバート底版+床版スラブ
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 1．ボックスカルバート (B)5000×(H)300×(L)1000

N＝ 9.0 × 2.0 ＝ 18.0 組

設置延長 L＝ 18.0 × 1.000 ＝ 18.0 m

基礎延長 L＝ 7.900 × 2.0 ＝ 15.8 m

 2．河川壁防護

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

コンクリート V＝ 0.300 × 0.580 × 11.280

（σck=18N/mm2） ＋ 0.300 × 1.200 × 0.500 × 2.0 ＝ 2.3 m3

型枠 A＝ 0.580 × 11.280 × 2.0

＋ 1.200 × 0.500 × 2.0 × 2.0

＋ 0.300 × 1.200 × 2.0 ＝ 16.2 m2

ボックスカルバート
工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

越流堤工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

12
00

2700

24
00 27
00

1100

9 @ 1000 = 90003200

800

94
0

20

30
0

30
0

58
0

17
20

54
0

7900

12
00 62

0

75
7

58.080

60.140

57.050

30
0

30
0

59.990

59.600

58.980

59.600

300

河川壁防護コンクリート

ボックスカルバート底版+床版スラブ

2σck= 18N/mm

1:
1.
24

24
0

久保川調節池 H.W.L=59.280▽

800

12
28
0

50
0

11
28
0

50
0

2@
56
40
=1
12
80

3007900

9000

越流堰天端コンクリート工

側部止めコンクリート工

Ｌ 型 擁 壁 H = 2800

2σck= 18N/mm

σck= 18N/mm2

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
底
版
+床

版
ス
ラ
ブ

河川壁防護コンクリート
2σck= 18N/mm
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 1．フェンス布基礎

平面図より

L＝ 11.580 ＝ 11.6 m

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
越流堤工

数　　量　　調　　書

フェンス布基礎
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

12
00

46
0

4000

54
0

39
0

94
0

15
0

17
20

850

54
0

540

60.140

200

59.990

59.600

フエンス布基礎工

σck= 18N/mm 2

24
0



Ｌ型擁壁　Ｈ＝2800 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

L型擁壁 H=2800 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 2.125 × 0.100 × 10.0 ＝ 2.1 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 2.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 2.125 × 10.0 ＝ 21.3 m2

単　位　数　量　計　算　書

99
0

28
00

13
0

1825

1925

2125

1925

基礎コンクリート

基礎砕石

20
10

0
15

0

100 100

100

調整モルタル



ボックスカルバート 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位
(B)5000×(H)300

ボックスカルバート ×(L)1000 L= 10.0 ＝ 10.0 m

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.100 × 5.740 × 10.0 ＝ 5.7 m3

基礎型枠 A= 0.100 × 10.0 ＝ 1.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 5.740 × 10.0 ＝ 57.4 m2

単　位　数　量　計　算　書

5640

320 5000 320

300 300

10
00dehaアンカー

4t用､L=180mm

φ50

φ50

5640

5000320

300 300

320

5640

32
0

30
0

32
0

94
0

10
0

調整モルタル

縦断接続金具

2組/製品

M12インサート

アンカーボルトD13

モルタル充填 dehaアンカー

4t用､L=180mm

基礎砕石 RC-40
基礎コンクリート

φ50φ50

100

20

50

15
0

5740

32
0

30
0

32
0

94
0

1000

10
0

φ50 φ50

基礎コンクリート

調整モルタル 15
0

20

基礎砕石



フェンス布基礎 10.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.540 × 0.200 × 10.0

＋ 0.340 × 0.240 × 10.0

＋ 0.100 × 0.100 ÷ 2.0 × 10.0 ＝ 1.9 m3

基礎型枠 A= (0.540 ＋ 0.240 ＋ 0.141 ＋ 0.200) × 10.0 ＝ 11.2 m2

単　位　数　量　計　算　書

14
1

コンクリート
σck= 18N/mm 2

54
0

24
0
10
0 20

0

54
0

540

10
180

10
100240

200340

540
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 1．角形マンホール（2100×2100） マンホール深 4.880ｍ

詳細断面図④より

N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

角形マンホール設置歩掛（マンホール深4～7m） 1箇所当り

土木一般世話役 0.90 人

特殊作業員 0.90 人

普通作業員 3.68 人

ラフテレーンクレーン賃料　35t吊 0.90 日

 2．角形マンホール材料費

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

底版付管取付壁 2100×2100×1200 ＝ 1.0 個

直壁 2100×2100×1500 ＝ 2.0 個

直壁 2100×2100×900 ＝ 1.0 個

排水口用開口加工 φ200 ＝ 1.0 箇所

グレーチング用開口 1000×2000 ＝ 1.0 箇所

グレーチング 995×1000×38 ＝ 2.0 枚

グラスファイバーデッキ　□2100×2100用　600×600用点検口1箇所

398×2200×60 ＝ 2.0 枚

398×2200×60　点検口加工付 ＝ 1.0 枚

498×2200×60 ＝ 1.0 枚

498×2200×60　点検口加工付 ＝ 1.0 枚

4面受枠　L71×60×5 ＝ 1.0 組

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
角形マンホール（2100×2100）

数　　量　　調　　書
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
排水ポンプ施設工
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 3．底部工

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

（σck=18N/mm2）
底部調整コンクリート V＝ 2.100 × 2.100 × 0.220 ＝ 1.0 m3

（σck=18N/mm2）
基礎コンクリート V＝ 2.600 × 2.600 × 0.150 ＝ 1.0 m3

基礎型枠 A＝ 2.600 × 0.150 × 4.0 ＝ 1.6 m2

（RC-40　t=20cm）
基礎砕石 A＝ 2.600 × 2.600 ＝ 6.8 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
角形マンホール（2100×2100）

数　　量　　調　　書

排水ポンプ施設工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

2700

1100

2200

2100

2400

36
00

2600

2400

20
00

19
00

34
00

14
00

15
00

15
00

90
0

53
00

2400

2000

71
0 51
0

2500

15
0

20
0

57.950

59.150

59.450

59.990

56.750

河川壁防護コンクリート L=2.0m100100

150150

57.050

15
0

55.260

100 100

▽ 56.740

▽60.140

200200

塩化ビニール管用

フラップゲート　φ150 F1

砂たまり工

20
0

▽ 58.580

2σck= 18N/mm

20
0

100

グラスファイバーデッキ

σck= 18N/mm
コンクリート工

2

切込砕石　RC-40

底版付管取付壁

直　　壁

排 水 流 入 口

グレーチング (R1FD38-99T)
(995×1000×38)

コンクリート工
2σck= 18N/mm

22
0

久保川調節池 H.W.L=59.150▽

30
0

30
0

3 
@ 

40
0 

= 
12

00

400400

2400

2100

53
00

90
0

15
00

50
0

20
00

2600

2400

15
00

14
00

50
0

12
00

(芯棒打ち込み式)

久保川調節池　H.W.L=59.150

グラスファイバーデッキ

10
0

10
0

100100

150150

▽54.840

▽57.050

(995×1000×38)　2枚
(R1FD38-99T)グレーチング

排 水 流 入 口

▽60.140

σck= 18N/mm 2
コンクリート工

15
0

20
0

100
2σck= 18N/mm

コンクリート工

切込砕石　RC-40

100

71

13
00

60
0

1310600310

50
0

40
0

50
0

40
0

40
0

22
20

2220

2240

( 600 × 600 )

グラスファイバーデッキ用開口部蓋

20
0

10
0

グラスファイバーデッキ
( 2220 × 500 )

グラスファイバーデッキ
( 2220 × 400 )

グラスファイバーデッキ
( 2220 × 500 )

グラスファイバーデッキ
( 2220 × 400 )

( 2220 × 400 )
グラスファイバーデッキ

10
10

1010
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 1．砂たまり工

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

（σck=18N/mm2）
コンクリート V＝ 2.400 × 2.400 × 0.710

－ 2.000 × 2.000 × 0.510

－ 2.000 × 0.200 × 0.310 ＝ 1.9 m3

型枠 A＝ 2.400 × 0.710 × 3.0

＋ 2.000 × 0.510 × 3.0

＋ 2.000 × 0.200 × 1.0

＋ 0.200 × 0.310 × 2.0 ＝ 8.7 m2

（RC-40　t=20cm）
基礎砕石 A＝ 2.600 × 2.500 ＝ 6.5 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
砂たまり工

数　　量　　調　　書

排水ポンプ施設工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

24
00

20
00

2400

2000

2500

2400

26
00

20
0

20
0

200 200

100

10
0

10
0

2500

51
0

71
0

31
0

▽56.540

▽57.050

100

20
0 20

0

切込砕石　RC-40

コンクリート工

σck= 18N/mm 2

20
0
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 1．管布設材料

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

VPφ150 L＝ 3.300 ＝ 3.3 ｍ

（4.0m/本）
DCIPφ150 K形 N＝ 2.0 ＝ 2.0 本

SUS304φ150 L＝ 0.852 ＝ 0.9 ｍ

異種管接手（φ150） N＝ 2.0 ＝ 2.0 個

（φ150　両受）
伸縮可とう管 N＝ 1.0 ＝ 1.0 個

N＝ 2.0 ＝ 2.0 個

（塩ビ管φ150mm用）

フラップゲート N＝ 1.0 ＝ 1.0 個

（T頭ボルト パッキン含）

同軸抜止押輪 φ150 K形　

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
流出管工

数　　量　　調　　書

排水ポンプ施設工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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 2．管布設

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

硬質塩化ビニル管据付工 呼び径150mm L＝ 3.300 ＝ 3.3 ｍ

鋳鉄管据付工 呼び径150mm L＝ 4.000 ＝ 4.0 ｍ

小口径鋼管据付工 呼び径150mm L＝ 0.852 ＝ 0.9 ｍ

メカニカル接手工 呼び径150mm 特殊 N＝ 4.0 ＝ 4.0 箇所

メカニカル接手工 呼び径150mm 普通 N＝ 2.0 ＝ 2.0 箇所

呼び径150mm
伸縮可とう管設置工 ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊 N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

数　　量　　調　　書
工　種

排水ポンプ施設工
種　別

流出管工
（ﾚﾍﾞﾙ2） （ﾚﾍﾞﾙ3）
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管布設歩掛

硬質塩化ビニル管据付工 呼び径150mm 10m当り

配管工 0.18 人

普通作業員 0.26 人

鋳鉄管据付工 呼び径150mm 10m当り

配管工 0.25 人

普通作業員 0.91 人

小口径鋼管据付工 呼び径150mm 10m当り

配管工 0.30 人

普通作業員 0.35 人

メカニカル接手工 呼び径150mm 特殊 1箇所当り

配管工 0.069 人

普通作業員 0.069 人

諸雑費 労務費の1％を上限 1 式

メカニカル接手工 呼び径150mm 普通 1箇所当り

配管工 0.06 人

普通作業員 0.06 人

諸雑費 労務費の1％を上限 1 式

伸縮可とう管設置工 呼び径150mm ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ4t積2.9t吊 1箇所当り

配管工 0.19 人

普通作業員 0.21 人

ﾄﾗｯｸ運転費［ｸﾚｰﾝ装置付］　4～4.5t積 2.9t吊 0.53 h

諸雑費 労務費の1％を上限 1 式

ﾄﾗｯｸ運転費［ｸﾚｰﾝ装置付］ 4～4.5t積 2.9t吊 1h当り

運転手（特殊） 0.17 人

軽油 5.30 L

ﾄﾗｯｸ［ｸﾚｰﾝ装置付］　4～4.5t積 2.9t吊 1.00 h

数　　量　　調　　書
工　種

排水ポンプ施設工
種　別

流出管工
（ﾚﾍﾞﾙ2） （ﾚﾍﾞﾙ3）
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 3．河川壁防護 （L＝2.000m）

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

コンクリート V＝ 2.000 × 1.200 × 0.200

（σck=18N/mm2） － π/4 × 0.165 × 0.165 × 0.200 ＝ 0.5 m3

型枠 A＝ 2.000 × 1.200 × 2.0

＋ 0.200 × 1.200 × 2.0

－ π/4 × 0.165 × 0.165 × 2.0 ＝ 5.2 m2

数　　量　　調　　書
工　種

排水ポンプ施設工
種　別

流出管工
（ﾚﾍﾞﾙ2） （ﾚﾍﾞﾙ3）

2700

1100

63
0

42
0

流出管 VPφ150 LEVEL L=3300

12
00

流出管 DCIPφ150 LEVEL L=4000流出管 150A(SUS304) LEVEL L=852

57.950

59.150

59.450

59.990

56.750

15
0

200

河川壁防護コンクリート L=2.0m

57.050

15
0

55.260

▽ 56.740

▽60.140
フラップゲート

塩ビ管φ150用 

砂たまり工

▽ 58.580

2σck= 18N/mm

グラスファイバーデッキ

σck= 18N/mm

コンクリート工
2

切込砕石　RC-40

底版付管取付壁

直　　壁

排 水 流 入 口
グレーチング (R1FD38-99T)
(995×1000×38)

コンクリート工
2σck= 18N/mm

久保川調節池 H.W.L=59.150▽

8

異種管継手　VCジョイントφ150異種管継手　VCジョイントφ150

8

伸縮可とう管
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 1．床掘

V＝ 0.765 × 0.600 × 6.712 ＝ 3.1 m3

 2．埋戻し（発生土）

V＝ 0.765 × 0.235 × 6.712 ＝ 1.2 m3

 3．埋戻し（再生砂）

V＝ 0.765 × 0.365 × 6.712

－ π/4 × 0.165 × 0.165 × 6.712 ＝ 1.7 m3

 4．残土運搬処理

V＝ 3.1 － 1.2 ÷ 0.9 ＝ 1.8 m3

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
流出管土工

数　　量　　調　　書

排水ポンプ施設工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）

765

300 300

765

60
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5
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埋戻し用砂

硬質塩化ビニール管
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0



1/3

 1．組立1号マンホール マンホール深 1.865ｍ

詳細断面図④より

N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

 2．組立1号マンホール材料費

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

蓋及び受枠 φ600　T-14 ＝ 1.0 組

調整リング t＝100 ＝ 1.0 個

調整金具 t＝25 ＝ 1.0 組

斜壁ブロック H＝600 ＝ 1.0 個

直壁ブロック H＝1200 ＝ 1.0 個

底版ブロック H＝130 ＝ 1.0 個

 3．底部工

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

（σck=18N/mm2）
インバートコンクリート V＝ π/4 × 0.900 × 0.900 × 0.170 ＝ 0.1 m3

（RC-40　t=20cm）
基礎砕石 A＝ π/4 × 1.100 × 1.100 ＝ 1.0 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

組立マンホール工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
水位観測施設工
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 1．硬質塩化ビニル管布設（VP250）

L＝ 5.300 ＝ 5.3 ｍ

 2．河川壁防護 （L＝2.000m）

N＝ 1.0 ＝ 1.0 式

コンクリート V＝ 2.000 × 1.200 × 0.200

（σck=18N/mm2） － π/4 × 0.267 × 0.267 × 0.200 ＝ 0.5 m3

型枠 A＝ 2.000 × 1.200 × 2.0

＋ 0.200 × 1.200 × 2.0

－ π/4 × 0.267 × 0.267 × 2.0 ＝ 5.2 m2

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
流入管工

数　　量　　調　　書

水位観測施設工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
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硬質塩化ビニール管 VUφ250 L=5300

組立１号人孔

σck= 18N/mm

切込砕石　RC-40
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コンクリート工

σck= 18N/mm

河川壁防護コンクリート L=2.0m
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 1．床掘

V＝ (1.497 ＋ 0.867) ÷ 2 × 1.050 × 5.000 ＝ 6.2 m3

 2．埋戻し（発生土）

V＝ (1.497 ＋ 1.147) ÷ 2 × 0.583 × 5.000 ＝ 3.9 m3

 3．埋戻し（再生砂）

V＝ (1.147 ＋ 0.867) ÷ 2 × 0.467 × 5.000

－ π/4 × 0.267 × 0.267 × 5.000 ＝ 2.1 m3

 4．残土運搬処理

V＝ 6.2 － 3.9 ÷ 0.9 ＝ 1.9 m3

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

水位観測施設工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
流入管土工
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 1．インターロッキング

舗装及び床版工平面図より

L＝ 18.33 ＋ 19.80 ＋ 19.80 ＋ 28.55 ＋ 28.79 ＝ 115.27 m

A＝ 0.20 × 115.27 ＝ 23.1 m2

 2．床版

舗装及び床版工平面図より　

（インターロッキング）

A＝ 1624.18 － 23.1 ＝ 1647.3 m2

数　　量　　調　　書
工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
床版工

種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
床版工



インターロッキング 100.0m2当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

インターロッキング 100×200×60 A= 100.0 ＝ 100.0 m2

敷砂 t=3cm V= 0.030 × 100.0 ＝ 3.0 m3

基礎砕石 t=25cm A= 100.0 ＝ 100.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

200床　版　工 床　版　工

床　版　設　置　幅

インターロッキング
100×200×60

鉄筋コンクリート
2σck= 24N/mm

敷　砂

再生切込砕石

RC－40

60
25
0 30

10

1010



床版 100.0m2当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

コンクリート σck=24N/mm2 V= 0.150 × 100.0 ＝ 15.0 m3

鉄筋金網 D10×100×100 W= 11.200 × 100.0 ＝ 1,120.0 kg

基礎砕石 t=20cm A= 100.0 ＝ 100.0 m2

単　位　数　量　計　算　書

35
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200床　版　工 床　版　工

鉄 筋 金 網鉄 筋 金 網

床　版　設　置　幅

D10×100×100

インターロッキング
100×200×60

鉄筋コンクリート
2σck= 24N/mm

敷　砂

再生切込砕石

RC－40　t＝20cm
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D10×100×100

1010

5050 50122

75
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 1．路盤　（再生切込砕石 t=10cm）

舗装及び床版工平面図より （斜路部） （管理通路部）（管理通路部）

A＝ 130.77 ＋ 45.12 ＋ 34.87 ＝ 210.8 m2

 2．路盤　（再生切込砕石 t=15cm）

舗装及び床版工平面図より （管理通路部）

A＝ 382.84 ＝ 382.8 m2

 3．舗装　（再生密粒度As t=5cm）

舗装及び床版工平面図より （斜路部） （管理通路部）（管理通路部）

A＝ 130.77 ＋ 45.12 ＋ 34.87 ＝ 210.8 m2

数　　量　　調　　書
工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
舗装工

種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
管理用道路舗装工

4000

再生切込砕石（RC－40）t＝10cm
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 1．フェンス（H=1.80ｍ）

舗装及び床版工平面図より

L＝ 41.827 ＝ 41.8 m

 2．フェンス（H=1.20ｍ）

舗装及び床版工平面図より

L＝ 29.774 ＝ 29.8 m

 3．両開き門扉（H=1.80ｍ）

舗装及び床版工平面図より

N＝ 1.0 ＝ 1.0 箇所

数　　量　　調　　書
工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）
フェンス工

種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
防護柵工



フェンス　H=1.80m 100.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

フェンス H=1.80m　L=2.0m L= 100.0 ＝ 100.0 m

支柱 N= 100.0 ÷ 2.0 ＝ 50.0 本

基礎ブロック 200×200×450 N= 100.0 ÷ 2.0 ＝ 50.0 個

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.300 × 0.300 × 0.100 × 50.0 ＝ 0.5 m3

基礎型枠 A= 0.300 × 0.100 × 4.0 × 50.0 ＝ 6.0 m2

基礎砕石 t=15cm A= 0.300 × 0.300 × 50.0 4.5 m2

単　位　数　量　計　算　書
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フェンス　H=1.20m 100.0m当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

フェンス H=1.20m　L=2.0m L= 100.0 ＝ 100.0 m

支柱 N= 100.0 ÷ 2.0 ＝ 50.0 本

単　位　数　量　計　算　書
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両開き門扉　W=4.0m　H=1.80m 10.0箇所当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位

両開き門扉 W=4.0m　H=1.80m N= 10.0 ＝ 10.0 基

コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.500 × 0.500 × 0.700 × 2.0 × 10.0

＋ 0.300 × 0.300 × 0.200 × 10.0 ＝ 3.7 m3

型枠 A= 0.500 × 0.700 × 4.0 × 2.0 × 10.0

＋ 0.300 × 0.200 × 4.0 × 10.0 ＝ 30.4 m2

基礎砕石 t=15cm A= 0.600 × 0.600 × 2.0 × 10.0

＋ 0.400 × 0.400 × 10.0 ＝ 8.8 m2

単　位　数　量　計　算　書
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 1．道路排水桝

舗装及び床版工平面図より

N＝ 4.0 ＝ 4.0 箇所

工　種

（ﾚﾍﾞﾙ2）

数　　量　　調　　書

道路排水桝工
種　別

（ﾚﾍﾞﾙ3）
管理用道路排水工



道路排水桝 10.0箇所当り

名　　称 形状寸法 算　　式 数　　量 単位
W=348kg

300×300×2000 L= 20.0 ＝ 20.0 m

グレーチング T-20
嵩上げタイプ 995×400×50 N= 20.0 ＝ 20.0 枚

硬質塩化ビニル管 VUφ150 L= 1.074 × 10.0 ＝ 10.7 m

フラップゲート 塩ビ管φ150用 N= 10.0 ＝ 10.0 個

基礎コンクリート σck=18N/mm2 V= 0.520 × 0.100 × 2.300 × 10.0 ＝ 1.2 m3

基礎型枠 A= (2.300 ＋ 0.520) × 0.100 × 2.0 × 10.0 ＝ 5.6 m2

基礎砕石 t=15cm A= 0.520 × 2.300 × 10.0 ＝ 12.0 m2

V= 12.0 × 0.15 ＝ 1.80 m3

側部止めコンクリート σck=18N/mm2 V= 0.500 × 0.100 × 0.475 × 2.0 × 10.0 ＝ 0.5 m3

側部止め型枠 A= (0.500 ＋ 0.100) × 0.475 × 2.0 × 10.0 ＝ 5.7 m2

単　位　数　量　計　算　書

道路用鉄筋コンクリート
側溝（300A）

2σck= 18N/mm
側部止めコンクリート

硬質塩化ビニール管 VUφ150

道路用鉄筋コンクリート側溝(300A)
グレーチング付き(50×995×400)
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硬質塩化ビニール管 VUφ150
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